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中村 孝義
理事長

い
よ
い
よ
大
阪
音
楽
大
学
創
立
1
0
0
周

年
の
年
が
め
ぐ
っ
て
き
ま
し
た
。
粛
々
と
記

念
事
業
を
進
め
て
き
た
こ
の
4
年
の
間
に
も
、

本
学
は
改
め
て
、
人
間
に
と
っ
て
音
楽
が
い

か
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
、
そ

れ
を
担
う
こ
と
が
い
か
に
大
き
な
意
味
を
持

つ
か
を
社
会
に
示
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば

記
念
事
業
の
核
と
し
て
き
た
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

の
公
演
で
は
、
2
つ
の
公
演
が
文
化
庁
芸
術

祭
に
お
い
て
芸
術
祭
大
賞
を
受
賞
し
、
さ
ら

に
も
う
１
つ
の
公
演
が
三
菱
U
F
J
信
託
音

楽
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
の
熱
意

や
努
力
は
、
日
本
全
国
の
他
の
ど
こ
も
が
ま

ね
で
き
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
評
価
を
、
各
方

面
か
ら
い
た
だ
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
卒
業
生
や
教
職
員
を
は
じ
め
、
関
係
す

る
人
々
す
べ
て
の
、
音
楽
に
対
す
る
愛
や
情

熱
が
大
き
く
実
を
結
ん
だ
の
で
す
。
ま
た
こ

の
4
月
に
は
、
本
学
は
初
め
て
伝
統
あ
る
大

阪
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
舞
台
に
も
立
ち

ま
す
。《
新
音
楽
》《
新
歌
劇
》の
発
生
地
を
目

指
し
て
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
よ
う
と
い
う

創
立
者
・
永
井
幸
次
先
生
の
大
志
こ
そ
、ま
さ

に
大
阪
音
楽
大
学
に
帰
属
す
る
も
の
す
べ
て

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
精
神
で
あ
り
、
誇
り

な
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
大
阪
音
楽
大
学
で
は
、
2
0
1
6

年
よ
り
二
つ
の
専
攻
を
新
た
に
立
ち
上
げ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
注
力
し
て
き

た
実
演
家
の
育
成
に
加
え
て
、
時
代
や
社
会

が
求
め
る
音
楽
創
造
に
対
応
す
る
有
用
な
人

材
を
送
り
出
す「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
専
攻
」と
、
音
楽
と
社
会
を
つ
な
ぎ
、

豊
か
な
文
化
社
会
を
創
造
し
推
進
す
る
有
為

な
人
材
を
育
て
る「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
」で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

本
学
は
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
社
会
に
お
け
る

音
楽
文
化
の
充
実
し
た
担
い
手
を
送
り
出
す

重
要
な
拠
点
と
し
て
、
関
西
唯
一
の
音
楽
大

学
で
あ
る
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
音
楽

文
化
の
未
来
を
見
据
え
、
未
来
を
生
か
す
積

極
的
な
投
資
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
本
学
が
、
地
元
や
関
西
の
音
楽
文

化
の
推
進
に
貢
献
す
る「
音
楽
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」（
仮
称
）を
含
む
新
音
楽
棟
建
設
に

着
手
す
る
の
も
、
も
ち
ろ
ん
積
極
的
な「
未

来
へ
の
投
資
」に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

大
阪
音
楽
大
学
に
帰
属
す
る
も
の
す
べ

て
が
、
1
0
0
周
年
を
期
し
て
改
め
て
自
分

た
ち
の
行
為
の
意
味
を
考
え
、
一
つ
一
つ
の

行
為
を
充
実
さ
せ
、
そ
れ
が
確
実
に
本
学
の

未
来
や
、
文
化
の
あ
ふ
れ
る
人
間
的
な
社
会

形
成
へ
の
投
資
に
な
る
の
だ
と
い
う
自
負
を

持
っ
て
、
各
自
の
仕
事
に
励
ん
で
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
何
と
ぞ
ご
支

援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
音
楽
大
学
は
2
0
1
5
年
、
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

と
も
に
過
ご
し
た
在
学
生
・
卒
業
生
の
皆
さ
ま
と
、
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
へ

1
0
0
年
分
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
理
事
長
・
中
村
孝
義
と
学
長
・
武
藤
好
男
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

創
立
１
０
０
周
年
に
よ
せ
て

創
立
者
・
永
井
幸
次
の
大
志
の
継
承
と
未
来
へ
の
投
資
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武藤 好男
学長

1
9
1
5
年
10
月
15
日
、
永
井
幸
次
校
長

の
も
と
、
大
阪
市
南
区
塩
町
に
大
阪
音
楽
学

校
が
開
校
し
て
か
ら
1
0
0
年
、
今
年
は
永

井
幸
次
先
生
の
没
後
50
年
で
も
あ
り
ま
す
。

大
阪
音
楽
大
学
が
、
こ
う
し
て
創
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
の
も
、
こ
れ
ま

で
本
学
を
支
え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
多
く

の
卒
業
生
・
教
職
員
を
は
じ
め
、
音
楽
を
愛

し
、
伝
え
、
学
び
、
教
え
た
い
と
い
う
多
く
の

人
々
の
た
ゆ
ま
な
い
熱
意
が
あ
っ
た
れ
ば
こ

そ
、そ
し
て
、そ
の
熱
意
は
在
学
生
に
も
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
の
世
紀
と
も
い
わ
れ
る
20
世
紀
、

1
9
1
5
年
と
言
え
ば
第
一
次
世
界
大
戦

の
さ
な
か
、
人
類
は
初
め
て
多
数
の
国
々
を

巻
き
込
ん
だ
悲
惨
な
総
力
戦
を
経
験
し
ま
す
。

そ
し
て
1
9
8
9
年
、
冷
戦
が
終
結
し
た
時
、

多
く
の
人
々
は
戦
争
の
な
い
、
明
る
い
未
来

を
垣
間
見
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
間
の
御
し

難
い
闘
争
本
能
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な

い
こ
と
は
、
昨
今
の
泥
沼
の
よ
う
な
世
界
情

勢
を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。
し
か
し
同
じ
人

間
が
素
晴
ら
し
い
文
化
を
築
き
あ
げ
て
き
た

こ
と
も
事
実
で
す
。
私
た
ち
音
楽
文
化
に
携

わ
る
者
は
こ
の
人
類
の
文
化
を
守
り
育
て
る

こ
と
に
よ
り
、
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
促
進
し
、
文
化
の
差
異
を
越
え
て
平
和

な
世
界
の
実
現
に
少
し
で
も
貢
献
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
音
楽
大
学
は「
世
界
音
楽
並
ニ
音
楽

ニ
関
連
セ
ル
諸
般
ノ
芸
術
ハ
之
ノ
学
校
ニ

ヨ
ッ
テ
統
一
サ
レ
新
音
楽
新
歌
劇
ノ
発
生
地

タ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
祈
願
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」と
い

う
建
学
の
精
神
に
盛
り
込
ま
れ
た
創
立
者
の

理
想
の
実
現
に
向
か
っ
て
今
後
も
努
力
を
続

け
て
い
き
ま
す
。
音
楽
と
い
う
、
影
も
形
も

な
い
も
の
が
私
た
ち
の
心
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
と
い
う
不
思
議
な
現
象
に
感
動
し
た
体

験
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
、
と

い
う
初
心
を
忘
れ
ず
、
伝
統
に
縛
ら
れ
な
い

新
た
な
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

伝
統
は
大
切
に
、
し
か
し
伝
統
に
縛
ら
れ
ず

2015年度
創立100周年記念演奏会

第53回
大阪国際フェスティバル2015
ロッシーニ作曲オペラ「ランスへの旅」
2015年4月18日(土)15:00開演
フェスティバルホール
指揮：アルベルト･ゼッダ
演出：松本 重孝
キャスト：老田 裕子、ターチャ・ジブラッゼ、
イサベル・ガウディ、石橋 栄実、中川 正崇、
アントン・ロシツキー、クラウディオ・レヴァ
ンティーノ、伊藤 貴之、三浦 克次、木村 
孝夫、西村 圭市　ほか
管弦楽：ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団

大阪音楽大学創立
100周年記念特別演奏会
L.v.ベートーヴェン：交響曲第9番
ニ短調作品125「合唱付き」
2015年10月15日（木）17:30開演
フェスティバルホール
指揮：西本 智実
独唱：石橋 栄実（ソプラノ）、竹本 節子（ア
ルト）、望月 哲也（テノール）、田中 勉（バリ
トン）
合唱：大阪音楽大学創立100周年記念合唱団
管弦楽：大阪音楽大学創立100周年記念管
弦楽団

創立100周年記念オペラ
G.ヴェルディ：歌劇「ファルスタッフ」
2015年10月30日（金）18:00開演、
11月1日（日）14:00開演
ザ・カレッジ・オペラハウス
指揮：下野 竜也
演出：岩田 達宗
合唱：ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団
管弦楽：ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団

大阪音楽大学
第58回定期演奏会
2015年12月6日（日）15:00開演
ザ・カレッジ・オペラハウス

ポピュラー特別演奏会
2016年1月31日（日）18:30開演
サンケイホールブリーゼ

第27回
大阪音楽大学学生オペラ
2016年2月20日（土）18:00開演、
2月21日（日）14:00開演
ザ・カレッジ・オペラハウス

▲永井幸次学長胸像除幕式で挨拶をする
　創立者・永井幸次（1958年）

中 村 理 事 長、
武藤学長から
の挨拶ほか懐
かしい映像を
スマホで見よ
う！　詳しくは
P15をご覧く
ださい。
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　広く一般に優れた芸術の鑑賞の機会
を提供するとともに、芸術の創造とその
発展を図り、もって我が国芸術文化の振
興に資することを目的として1946年よ
り毎年秋に開催される芸術の祭典。芸術
祭に参加した公演・作品の中から成果に
応じて文部科学大臣賞（芸術祭大賞、芸
術祭優秀賞、芸術祭新人賞）が贈られる。

文化庁芸術祭賞

昨
年
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
で
開
催
し
た
オ
ペ
ラ
公
演「
鬼
娘

恋
首
引
」「
カ
ー
リ
ュ
ー
・
リ
ヴ
ァ
ー
」

が「
文
化
庁
芸
術
祭 

芸
術
祭
大
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。「
狂
言
と
能
を

題
材
に
し
た
喜
劇
と
悲
劇
の
上
演

は
、両
者
の
見
事
な
バ
ラ
ン
ス
と
極

め
て
上
質
な
演
奏
で
聴
衆
に
深
い

感
銘
を
与
え
た
」こ
と
が
受
賞
の
理

由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、キ
ャ
ス
ト
、指

揮
、演
出
な
ど
す
べ
て
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
オ
ペ
ラ
公
演
は「
沈

黙
」（
2
0
0
5
年
）「
ね
じ
の
回
転
」

（
2
0
1
1
年
）で
も
芸
術
祭
大
賞
を

受
賞
。ま
た「
ピ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
イ
ム

ズ
」（
2
0
1
3
年
）が「
三
菱
U
F
J

信
託
音
楽
賞
」を
受
賞
す
る
な
ど
ほ

か
に
類
例
の
な
い
大
き
な
成
果
を
収

め
て
い
ま
す
。

大
阪
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
が
開
館
し

た
1
9
5
8
年
以
来
、毎
年
春
に
開

催
さ
れ
て
い
る
音
楽
祭
。今
年
は
イ

タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
の
大
作
曲
家
G
・
ロ
ッ

シ
ー
ニ
作
曲
の
オ
ペ
ラ「
ラ
ン
ス
へ
の

旅
」が
上
演
さ
れ
ま
す
が
、大
阪
音
楽

大
学
創
立
1
0
0
周
年
を
記
念
し
て

大
阪
音
楽
大
学
が
大
阪
国
際
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
初
登
場
し
ま
す
。指
揮
は

“
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
神
様
”と
世
界
中
の

音
楽
家
た
ち
に
敬
愛
さ
れ
、ペ
ー
ザ
ロ

の
ロ
ッ
シ
ー
ニ・
オ
ペ
ラ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
芸
術
監
督
も
務
め
る
ア
ル
ベ
ル

ト
・
ゼ
ッ
ダ
氏
。キ
ャ
ス
ト
や
合
唱
団

に
は
在
学
生
、卒
業
生
、教
員
が
多
数

出
演
、演
奏
は
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
。大
阪
音
楽
大
学
の

今
の
力
を
結
集
し
た
オ
ペ
ラ
公
演
に

ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

大
阪
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

オ
ペ
ラ「
ラ
ン
ス
へ
の
旅
」

ロ
ッ
シ
ー
ニ
最
高
の
祝
典
的
オ
ペ
ラ
を

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ゼ
ッ
ダ
指
揮
で

▲ 1月23日にリーガロイヤルホテルで行われた文
化庁芸術祭賞贈呈式にて。青柳正規文化庁長官

（左）と中村孝義理事長

▲「ねじの回転」（2011年）

大賞

TOPICS

▲「ピーター・グライムズ」（2013年）

▲「カーリュー・リヴァー」
　（2014年）▲「鬼娘恋首引」（2014年）

◀︎ ザ・カレッジ・オペ
ラ ハ ウ ス で 行 わ
れ た 稽 古 の 様 子。
ゼッダ氏のエネル
ギッシュな指導に
キャスト・スタッ
フも熱が入ります

▲「沈黙」（2005年）

20
世
紀
オ
ペ
ラ
・
シ
リ
ー
ズ

「
鬼
娘
恋
首
引
」「
カ
ー
リ
ュ
ー
・
リ
ヴ
ァ
ー
」

平
成
26
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
大
賞
を
受
賞
！
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▲朴　守賢さん

TOPICS

2
0
1
5
年
度
に
行
わ
れ
る
第
63

回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
課

題
曲
に
、第
７
回
全
日
本
吹
奏
楽
連

盟
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
第
１
位
を
受
賞

し
た
朴
守
賢
さ
ん（
00
年
短
大
卒
）の

作
品「
暁
闇（
あ
か
つ
き
や
み
）の
宴
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。全
日
本
吹
奏
楽

連
盟
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
は
、全
日
本

吹
奏
楽
連
盟
70
周
年
を
記
念
し
て
09

年
よ
り
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、毎
年

第
1
位
作
品
を「
課
題
曲
Ⅴ
」と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。

「
タ
イ
ト
ル
の“
暁
闇
”は
夜
明
け
前

を
意
味
し
ま
す
。真
っ
暗
な
闇
と
微

か
に
に
じ
み
始
め
る
光
が
織
り
な
し

始
め
る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、生
命

や
時
間
の
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
美
し
さ
が
私
の
創
作
の

テ
ー
マ
。生
命
を
謳
歌
す
る
イ
メ
ー

ジ
を“
宴
”の
言
葉
に
託
し
た
、こ
の

タ
イ
ト
ル
は
作
曲
後
に
生
ま
れ
ま
し

た
。技
術
的
な
難
易
度
は
高
い
で
す

が
、音
楽
の
流
れ
と
深
み
を
感
じ
さ

せ
る
生
命
感
の
あ
る
演
奏
を
期
待
し

ま
す
」（
朴
守
賢
）。

大
阪
音
楽
大
学
で
は
こ
れ
ま
で

も
高
昌
帥
さ
ん（
93
年
大
卒
・
本
学

准
教
授
）の『
吹
奏
楽
の
た
め
の
ラ
メ

ン
ト
』（
02
年
・
朝
日
作
曲
賞
受
賞
作

品
）、松
浦
伸
吾
さ
ん（
04
年
院
修
）の

『
マ
ー
チ「
ベ
ス
ト
・
フ
レ
ン
ド
」』（
03

年
）、合
田
佳
代
子
さ
ん（
95
年
院
修
）

の『「
斎
太
郎
節
」の
主
題
に
よ
る
幻

想
』（
14
年
）と
い
っ
た
卒
業
生
の
作

品
が
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の

課
題
曲
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
度

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

卒
業
生
の
朴
守
賢
さ
ん
の
作
品
が
課
題
曲
に

▲高　昌帥 准教授▲松浦 伸吾さん▲合田 佳代子さん

●指揮：アルベルト・ゼッダ　演出：松本 重孝
●公演日
　4月18日（土）15:00開演（14:00開場）

●入場料
　 S席18000円／Ａ席16000円／Ｂ席14000円／Ｃ席12000円／Ｄ

席10000円／Ｅ席8000円／BOX席23000円／バルコニーBOX席（2
席セット）36000円／学生席4000円（限定50席/25歳以下）

●会場
　フェスティバルホール
　大阪市北区中之島2-3-18
　京阪中之島線「渡辺橋」駅、地下鉄四つ橋線「肥後橋」駅より直結

●お問い合わせ
　フェスティバルホール06-6231-2221（10:00 ～ 18:00）
　詳しくはフェスティバルホールHPをご覧ください。

第53回大阪国際フェスティバル2015
ロッシーニ作曲オペラ「ランスへの旅」（原語上演・日本語字幕付）

Information

▲ 昨年、本学で行った「吹奏楽フェスティバル」では作曲者の合田佳代子
さんが自ら解説。今年は朴守賢さんが「暁闇の宴」を解説します

素晴らしい機会に感謝
1月に本学で行われた記者会見で話すアルベ
ルト・ゼッダ氏。「『ランスへの旅』は観る人の
イマジネーションをかきたてるような最も
ロッシーニ的なオペラ。観客も積極的に参加
する意識で観ていただくとその魅力をわかっ
ていただけると思います。今回、このような
素晴らしい機会をいただき、大変感謝してい
ます」（アルベルト・ゼッダ）。



ミュージッククリエーション専攻では、
第一線で活躍する音楽人がその経験
を色濃く反映したカリキュラムを作成。
映画、CM、ポピュラーミュージック、
ゲームなどの現場に即した音楽制作を
実践的に学び、卒業後も商業音楽の担
い手としてビジネスの現場で活躍でき
る人材の輩出を目指しています。指導
陣5人が顔を突き合わせ、新専攻の魅
力を語ります。

―
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
非

常
に
特
徴
的
な「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
」で
す
が
、

ご
担
当
の
授
業
内
容
を
具
体
的

に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

渡
邊　

映
画
音
楽
を
書
け
る
よ

う
に
な
る
た
め
の『
フ
ィ
ル
ム
・
ス

コ
ア
リ
ン
グ
』と
い
う
科
目
を
設

け
て
い
ま
す
。映
像
に
対
し
て
音

楽
で
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く

か
。私
自
身
の
経
験
を
ふ
ま
え
て

学
生
に
伝
え
て
い
き
た
い
。具
体

的
に
は
4
年
間
で
実
際
に
映
画

を
作
り
、全
体
の
流
れ
を
把
握
し

た
上
で
の
音
楽
の
組
み
立
て
方
を

研
究
し
ま
す
。ま
た『
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
演
習
』で
は

音
楽
作
り
に
は
欠
か
せ
な
い
音
楽

ソ
フ
ト
の「
使
い
方
」の
み
な
ら
ず
、

効
果
的
な「
打
ち
込
み
テ
ク
ニ
ッ

ク
」や「
グ
ル
ー
ヴ
感
の
出
し
方
」

な
ど
、よ
り
実
践
的
な
内
容
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。最
終
的

に
は「
音
楽
的
に
ど
う
響
く
か
」と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
み
た
い
。

徳
永　

ヴ
ォ
ー
カ
ル
曲
、い
わ
ゆ

る「
歌
も
の
」を
作
曲
す
る
力
を
つ

け
て
も
ら
い
た
い
と
開
設
し
た
の

が『
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
コ
ン
ポ

ジ
シ
ョ
ン
』。歌
も
の
と
い
っ
て
も

ロ
ッ
ク
か
ら
R
&
B
、ポ
ッ
プ
ス
、

ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
は
多
様
に
あ
り
ま
す
が
、世

界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
歌
を
吸
収
し
、

最
終
的
に
は
そ
の
歌
い
手
に
合
っ

た
楽
曲
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る

よ
う
な「
歌
も
の
作
家
」を
育
て
た

い
で
す
ね
。

足
立　

ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結
し
た
と

こ
ろ
に
あ
る
音
楽
の
一
つ
に
C
M

が
あ
り
ま
す
。『
シ
ョ
ー
ト
コ
ン
テ

ン
ツ
実
践
』で
は
、例
え
ば
テ
レ
ビ

C
M
の
よ
う
に
15
秒
、30
秒
、60

秒
な
ど
短
い
時
間
の
中
で
商
品
を

紹
介
す
る
場
合
に
使
用
す
る
効
果

的
な
音
楽
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

い
か
に
音
楽
の
力
で
商
品
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
追

求
。C
M
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
合
う

ジ
ャ
ン
ル
、楽
器
、プ
レ
イ
ヤ
ー
を

「
い
か
に
選
び
と
り
、組
み
合
わ
せ

る
か
」と
い
う
技
術
を
磨
き
、的
確

に
導
き
出
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
こ
と
を

主
体
と
し
ま
す
。

森
本　
『
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
コ
ン
ポ
ジ

シ
ョ
ン
』で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

を
通
し
て
楽
曲
全
体
の
構
成
力
を

把
握
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け
ま

す
。伝
統
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
和

声
ス
タ
イ
ル
、時
代
性
を
理
解
し

た
上
で
、メ
ロ
デ
ィ
と
ハ
ー
モ
ニ
ー

の
関
係
性
を
学
ぶ
な
ど
の
楽
曲
分

析
を
行
い
ま
す
。ク
ラ
シ
カ
ル
な

ア
イ
デ
ア
を
持
つ
こ
と
は
ど
ん
な

ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
作
る
上
で
も

必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。

木
村　

ク
ラ
シ
ッ
ク
を
取
り
上
げ

る
理
由
は
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で

流
れ
る
音
楽
は
も
と
も
と
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
セ
オ
リ
ー
が
核
と
な
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
。

基
本
と
な
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
基
礎

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
商
業
音
楽

の
制
作
に
直
接
生
き
て
く
る
だ
ろ

う
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

―
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
専
攻
」の
特
徴
的
な
授

業
と
し
て『
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
セ
ミ

ナ
ー
』を
設
け
て
い
ま
す
。こ
ち
ら

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
？

足
立　
「
ホ
ン
モ
ノ
に
触
れ
て
も

ら
い
た
い
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
、実
際
に
現
役
で
活
躍
し
て
い

ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結
し
た

音
楽
制
作
を

実
践
で
学
べ
る

ホ
ン
モ
ノ
に
触
れ
て

そ
の
オ
ー
ラ
や

パ
ッ
シ
ョ
ン
を
感
じ
る

渡邊　崇
Takashi Watanabe
2006年大阪音楽大学短期大学
部音楽学科作曲専攻卒業。映画

「舟を編む」で日本アカデミー賞
優秀音楽賞受賞。映画、CM等の
映像音楽をはじめ、室内楽コン
サート用に楽曲を書き下ろすな
ど幅広い活動を続けている。最
新作は石井裕也監督映画「バン
クーバーの朝日」。2016年度よ
り特任准教授として就任予定。

徳永 暁人
Akihito Tokunaga
大学在学中より作編曲家、ベー
シストとして活動し、以来数多
くのアーティストの作品やライ
ブに参加。3ピースヴォーカル
バンド「doa」ではヴォーカル＆
ベースのみならず、プログラミ
ング、ピアノ、オルガン、ギター、
マンドリン、パーカッションな
ども担当。2016年度より特任
准教授として就任予定。

足立 知謙
Tomonori Adachi
立命館大学経営学部卒。作曲家・
ピ ア ニ ス ト。IVORY MUSIC主 宰。
VOLVO、SUBARU、JRなど数多くの
企業のテレビCMや映像作品の楽曲
を手がけるほか、ミュージカル作品

『UNIVERSE』や、グランフロント大阪
クリスマス演出曲など、幅広いジャン
ルにわたって作曲活動を展開。2016
年度より特任准教授として就任予定。
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る
方
を
お
招
き
し
、授
業
を
し
て

い
た
だ
こ
う
と
い
う
画
期
的
な
科

目
で
す
。ど
ん
な
人
に
来
て
も
ら

い
た
い
で
す
か
？

徳
永　

プ
レ
イ
ヤ
ー
や
作
曲
家
は

も
ち
ろ
ん
、シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
、

映
画
監
督
、プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な

ど
を
お
招
き
し
、講
義
を
し
て
い

た
だ
く
。普
段
は
会
い
た
く
て
も

な
か
な
か
会
え
な
い
よ
う
な
人
か

ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
、

貴
重
な
時
間
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

渡
邊　

大
学
で
勉
強
し
て
知
識

ば
か
り
増
え
て
も
、実
際
に
現
場

の
雰
囲
気
と
か
本
物
に
触
れ
る
こ

と
っ
て
大
切
で
す
か
ら
。

足
立　

ぜ
ひ
そ
の
人
物
の
オ
ー
ラ

や
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。

徳
永　

例
え
ば「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
」

を
取
り
上
げ
る
回
に
は
、実
際
に

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
方
に
来
て

い
た
だ
い
て
、ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の

ル
ー
ツ
や
聴
く
べ
き
C
D
の
紹

介
は
も
ち
ろ
ん
、実
際
に
1
曲
を

作
り
上
げ
る
ま
で
の
過
程
を
そ
の

場
で
実
践
し
て
も
ら
う
と
か
。自

分
が
学
生
だ
っ
た
ら
そ
ん
な
授
業

に
出
た
か
っ
た
な
ぁ（
笑
）。

―
ほ
か
に
特
徴
は
あ
り
ま
す
か
？

徳
永　

入
学
時
点
で
の
実
力
は

あ
ま
り
問
わ
な
い
。そ
の
代
わ
り

入
っ
て
か
ら
は
厳
し
い
で
す
よ

（
笑
）。日
本
の
大
学
っ
て
入
る
の

は
難
し
い
け
ど
卒
業
す
る
の
は

簡
単
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

で
も「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
専
攻
」で
は
入
っ
て
か
ら

の
方
が
重
要
。確
実
に
充
実
し
た

4
年
間
が
過
ご
せ
ま
す
。

渡
邊　

実
は
私
自
身
が
音
楽
に
つ

い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
な
い
状

態
で
大
音
へ
入
学
し
ま
し
た
。だ

か
ら「
入
学
後
に
い
か
に
努
力
す

る
か
」の
方
が
大
切
だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。作
曲
の
ア
イ
デ
ア
は
た

く
さ
ん
持
っ
て
い
る
の
に「
ピ
ア
ノ

が
弾
け
な
い
」「
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ

が
で
き
な
い
」と
い
う
理
由
で
音

楽
の
道
を
あ
き
ら
め
た
人
を
た
く

さ
ん
見
て
き
た
の
で
、そ
ん
な
ふ

う
に
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ
さ
な
い
で

ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
込
め
て
い

ま
す
。

木
村　
「
プ
ロ
に
な
る
」「
音
楽
の

専
門
家
に
な
る
」と
い
う
明
確
な

目
標
を
持
っ
て
い
る
人
に
ぜ
ひ
入

学
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。僕
ら
も

そ
ん
な
学
生
た
ち
に
頼
ら
れ
る
よ

う
な
教
員
で
い
な
け
れ
ば
と
改
め

て
決
意
し
て
い
ま
す
。

森
本　

毎
日
が
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド

キ
し
て
、常
に
新
鮮
な
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。こ
の

刺
激
的
な
環
境
の
中
で
勉
強
す
る

う
ち
に
将
来
の
生
き
方
の
き
っ
か

け
が
見
つ
か
る
と
思
う
か
ら
。

足
立　

音
楽
の
セ
ン
ス
だ
け
じ
ゃ

な
い
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

や
企
画
力
と
い
っ
た
総
合
的
な
セ

ン
ス
を
磨
く
学
生
時
代
に
な
る

と
思
い
ま
す
。僕
自
身
も
実
は
も

と
も
と
小
学
校
の
先
生
を
し
て
い

て
、音
楽
家
に
転
身
し
ま
し
た
。こ

れ
は「
人
生
の
一
大
事
件
」と
い
う

か「
大
ど
ん
で
ん
返
し
」で
す（
笑
）。

人
生
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
多
様
な
人
に
出
会

い
、多
く
の
こ
と
を
感
じ
、総
合
的

な
解
決
能
力
や
広
い
視
野
を
身

に
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。卒
業
し
て
も
す
ぐ
に
音
楽
家

に
な
ら
な
い
の
も
ア
リ
。海
外
を

放
浪
す
る
人
、起
業
す
る
人
、映
像

を
作
る
人
な
ど
卒
業
生
の
将
来

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
想
い
描
い

て
い
ま
す
。

徳
永　

ロ
ッ
ク
し
か
や
っ
た
こ
と

な
い
人
、路
上
で
ラ
イ
ブ
し
て
い

る
人
、映
画
が
大
好
き
な
人
…
…
。

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
秘
め
た
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し

い
で
す
ね
。

森本 友紀
Yuki Morimoto
大阪音楽大学作曲学科卒業、
同大学院修了。幅広いジャン
ルの作品をレパートリーとす
るオルガン・デュオ「Heart of 
notes」での演奏活動のほか、
作曲家としてはミュージカル、
劇音楽、新体操、ダンスなどの
作曲作品を多数もつ。ＮＹで
舞踏のための委嘱作品「ひため
ん」を発表。大阪音楽大学講師。

木村 知之
Tomoyuki Kimura
大阪音楽大学作曲学科卒業、 
同大学院修了。学生の頃より
ジャズを志す。ジャズプレイ
ヤーとしての演奏活動のほ
か、作曲家としては演劇音楽、
ミュージカル、モダンダンス
など30以上の舞台音楽を制作、
CDプロデュースを手掛けて
いる。大阪音楽大学講師。

入
学
し
て
か
ら
が
勝
負

生
き
方
の
セ
ン
ス
を

磨
く
4
年
間

▲スマホをかざすと対談の様子とメッセージ
を動画で見ることができます。詳しくはP15
をご覧ください

3月29日（日）開催！オープンキャンパス情報●渡邊崇、徳永暁人、足立知謙によるミニトーク▼
渡邉崇＆石井裕也（映画監督）特別対談▼特別映画上映「舟を編む」（監督：石井裕也、音楽：渡邊崇）
※上映終了後は質疑応答を行います。詳しくは大学HPをご覧ください。
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―
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
」設
立
の
意
図

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
村
　
こ
れ
ま
で
の
音
楽
大
学
は

音
楽
の
作
り
手
、つ
ま
り
プ
レ
イ

ヤ
ー
を
育
て
る
こ
と
を
専
門
と
し

て
き
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、今
後
も

音
楽
家
を
送
り
出
す
こ
と
は
大
切

な
使
命
で
す
が
、よ
り
広
い
視
野

を
持
っ
た「
音
楽
文
化
の
担
い
手
」

を
育
て
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。音
楽
ホ
ー
ル

や
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、社
会

に
音
楽
を
広
め
る
た
め
の
仕
事

を
し
て
い
る
卒
業
生
は
す
で
に
た

く
さ
ん
い
ま
す
。皆
さ
ん
卒
業
し

て
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、自
分

の
力
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
獲
得
し
、活

躍
の
場
を
広
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
、社
会
は「
音
楽
文
化
の

担
い
手
」を
求
め
て
い
る
の
で
す

か
ら
、大
学
も
そ
う
し
た
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
に
積
極
的
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。昨
今
の
事
情

に
詳
し
い
久
保
田
先
生
の
目
か
ら

見
て
い
か
が
で
す
か
？

久
保
田　

例
え
ば
演
奏
会
に
行
っ

て「
自
分
は
大
変
感
動
し
た
の
に
、

お
客
さ
ん
が
あ
ま
り
入
っ
て
い

な
く
て
、と
て
も
残
念
な
思
い
を

し
た
。な
ぜ
お
客
さ
ん
は
来
な
い

の
だ
ろ
う
。ど
う
し
た
ら
お
客
さ

ん
が
た
く
さ
ん
入
る
の
だ
ろ
う
」

な
ど
と
思
う
と
し
ま
す
。こ
の
こ

と
は
、す
で
に
そ
う
思
っ
た
人
に

と
っ
て
の
課
題
と
な
り
、こ
れ
ま

で
に
な
か
っ
た「
で
き
ご
と
」を
デ

ザ
イ
ン
す
る
糸
口
に
な
る
の
で
す
。

広
報
の
あ
り
方
を
考
え
て
も
い
い

し
、演
奏
曲
の
理
解
を
深
め
る
イ

ベ
ン
ト
で
も
い
い
。若
い
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
向
け
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や

S
N
S
の
利
用
な
ど
、方
法
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
…
…
音
楽
と
い
う

フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
課
題
を
発

見
し
、そ
れ
を
解
決
す
る
方
法
を

考
え
る
プ
ロ
セ
ス
に
音
楽
大
学
が

関
わ
り
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
力
を
育

成
す
る
こ
と
は
、と
て
も
大
き
な

意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。

久
保
田　

近
年
、学
生
が
課
題
を

自
ら
発
見
し
、解
決
す
る
能
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
方
法
と

し
て
、
P
B
L（P

roject-B
ased 

Learning 

課
題
解
決
型
学
習
）

が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。中
心

と
な
る
専
門
科
目『
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
』

で
は
、
P
B
L
を
取
り
入
れ
、学

生
た
ち
自
身
が
地
域
社
会
の
中

に
課
題
を
見
つ
け
、そ
の
解
決
の

た
め
に
学
内
外
で「
で
き
ご
と
」を

企
画
、運
営
し
ま
す
。ど
の
よ
う
な

「
で
き
ご
と
」か
と
い
う
と
、そ
こ

が
音
楽
大
学
の
強
み
。周
囲
の
学

生
や
卒
業
生
、教
員
を
ど
ん
ど
ん

活
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。コ
ン
サ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、地

域
で
の
イ
ベ
ン
ト
、介
護
施
設
や

小
中
学
校
、高
等
学
校
へ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど「
音
楽
を
介
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」が
あ

れ
ば
ど
の
よ
う
な
形
で
も
構
い

ま
せ
ん
。全
く
分
野
の
違
う
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
先
生
方
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
も
ら
う
の
も
い

い
。多
く
の
人
々
が
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
音
楽
の
経
験
を
持
っ
て
い
ま

す
し
、そ
れ
は
世
界
に
共
通
す
る

も
の
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な
人
々
を

巻
き
込
み
な
が
ら
、音
楽
と
人
が

化
学
変
化
を
起
こ
す
よ
う
な「
で

き
ご
と
」を
創
っ
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

中
村　

企
画
が
で
き
る
人
間
と

い
う
の
は
演
奏
者
や
作
曲
者
と
同

じ
く
ら
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
力

を
必
要
と
し
ま
す
。作
り
手
だ
け

を
輩
出
し
て
も
音
楽
の
社
会
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。演
奏
者
を
盛

り
立
て
、時
に
は
引
っ
張
っ
て
い

け
る
く
ら
い
の
推
進
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

西
村　

音
楽
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア

に
つ
い
て
の
理
論
や
歴
史
を
学
ぶ

『
メ
デ
ィ
ア
論
』『
音
楽
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
』、企
画
し
た「
で
き
ご
と
」

を
世
に
広
め
る
た
め
の
方
法
を
学

ぶ『
音
楽
情
報
発
信
』、音
楽
ホ
ー

久保田 テツ
Tetsu Kubota
神戸芸術工科大学芸術工学部卒
業後、アートプロジェクトのメセ
ナ事業運営に携わる。2005年度
より大阪大学コミュニケーショ
ンデザイン・センター（CSCD）
教員。映像を主としたビジュア
ルデザインに関する教育研究、
アートを軸とした社学連携事業
などに取り組む。映像作家およ
び音響作家としても活動中。

音楽と人、音楽と地域、音楽と社会をつなぐ
担い手を育てる――「新しい文化の創造を
担う人材」の輩出を目指して、大阪音楽大学
に新専攻が誕生。今、時代に求められてい
るクリエイティブなプランニング力を鍛え、
強く生きる力で世界に貢献できる音楽人を
育てます。中心的な指導者として就任予定
の久保田テツ先生と中村孝義理事長、西村
理准教授の3人に語っていただきました。

社
会
は
音
楽
文
化
の

担
い
手
を
求
め
て
い
る

豊
富
な
科
目
と

贅
沢
な
環
境
の
中
で

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」な

企
画
力
を
生
む

MUSIC COMMUNICATION
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ル
の
運
営
方
法
を
学
べ
る『
音
楽

ホ
ー
ル
運
営
論
』と
い
う
科
目
も

設
け
て
い
ま
す
。ま
た「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
」

と
の
共
通
科
目
で『
音
楽
著
作
権

法
』や
運
営
費
用
を
学
ぶ『
会
計

学
概
論
』な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら

音
楽
の「
で
き
ご
と
」を
企
画
、運

営
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
力

を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

中
村　

も
ち
ろ
ん
音
楽
大
学
な

ら
で
は
の
学
び
も
あ
り
ま
す
。音

楽
産
業
界
に
就
職
し
た
ら
、音
楽

の
知
識
は
絶
対
に
必
要
。そ
れ
を

音
楽
大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
大
き

な
意
味
が
あ
り
ま
す
。膨
大
な
文

献
や
豊
富
な
資
料
、専
門
知
識
を

持
っ
た
各
ジ
ャ
ン
ル
の
教
員
や

各
専
攻
の
学
生
が
常
に
周
り
に

い
ま
す
の
で
ど
ん
ど
ん
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。歌
や
楽
器
の
個
人

レ
ッ
ス
ン
を
オ
プ
シ
ョ
ン
で
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

中
村　

博
物
館
や
美
術
館
は
学
芸

員
を
置
く
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い

ま
す
が
、音
楽
ホ
ー
ル
に
は
ま
だ

そ
の
よ
う
な
義
務
づ
け
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。し
か
し
、水
戸
芸
術
館

の
よ
う
に
専
門
的
な
プ
ロ
パ
ー
を

置
く
先
進
的
な
ホ
ー
ル
も
出
て
き

ま
し
た
。将
来
は
確
実
に
音
楽
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
求
め
ら
れ

ま
す
。幸
い
、豊
中
市
は「
音
楽
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」と
し
て
音
楽
文

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ
の
恵

ま
れ
た
環
境
で
学
べ
る
こ
と
は
大

き
い
で
す
。新
ホ
ー
ル（
豊
中
市
立

文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
）も
で
き
る

予
定
で
す
し
、こ
の
地
で
学
ぶ
メ

リ
ッ
ト
は
無
限
大
で
す
。そ
し
て

そ
れ
ぞ
れ
が
地
元
へ
帰
り
、学
ん

だ
経
験
を
生
か
し
て
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

西
村　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
」で
培
う
企

画
力
は
、あ
ら
ゆ
る
場
所
で
応
用

で
き
ま
す
。こ
こ
で
は
社
会
で「
生

き
る
た
め
に
必
要
な
力
」が
育
ま

れ
る
と
言
え
ま
す
ね
。レ
コ
ー
ド

会
社
や
出
版
社
な
ど
音
楽
業
界

は
も
ち
ろ
ん
、一
般
企
業
で
も
発

揮
で
き
ま
す
。ま
た
小
・
中
・
高
校

で
、特
に
高
校
で
は
地
域
社
会
と

連
携
し
な
が
ら「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」で
P
B
L
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。こ
の
専
攻
で
学
ん
だ
こ
と

は
、高
校
で
の
教
育
現
場
で
も
生

き
ま
す
。

久
保
田　

先
ほ
ど
の
P
B
L
の

話
題
と
も
重
な
り
ま
す
が
、企
画

を
進
め
る
た
め
に
は
、具
体
的
な

技
術
や
ア
イ
デ
ア
が
必
要
に
な

り
ま
す
。で
も
そ
れ
以
上
に
重
要

な
の
は
、そ
の
動
機
と
な
る
課
題

の
設
定
で
す
。ま
ず
は
問
題
意
識

が
な
い
と
企
画
は
生
ま
れ
て
き

ま
せ
ん
。い
ま
自
分
に
と
っ
て
何

が
問
題
な
の
か
、何
を
解
決
し
た

い
の
か
。新
専
攻
で
は
、企
画
力
を

培
う
と
と
も
に
、問
題
や
課
題
を

見
出
だ
す
力
も
丁
寧
に
育
く
ん

で
ゆ
く
予
定
で
す
。ま
た
、自
身
の

価
値
観
を
広
げ
る
た
め
に
た
く

さ
ん
の
人
と
対
話
し
、ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
先
行
事
例
に

も
多
く
参
加
す
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。そ
れ
ら
学
び
に
よ
っ

て
得
た
知
見
は
ま
さ
に「
生
き
る

た
め
に
必
要
な
力
」 

だ
と
言
え
ま

す
し
、特
に
こ
れ
か
ら
の
社
会
に

必
須
の
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
村　

ぜ
ひ
、さ
ま
ざ
ま
な
方
に

入
学
し
て
い
た
だ
き
た
い
。す
で

に
社
会
に
出
て
仕
事
を
さ
れ
て

い
る
方
も
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ

る
方
は
多
い

の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

大
阪
音
楽

大
学
で
新

し
い
風
を
巻

き
起
こ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

卒
業
後
の
可
能
性
は

無
限
大

「
生
き
る
た
め
に
必
要

な
力
」を
育
て
る
専
攻

中村 孝義

Takayoshi Nakamura
学校法人大阪音楽大学理事長。
音楽学専攻教授。

西村　理

Osamu Nishimura
大阪音楽大学音楽学専攻准教
授。2016年度よりミュージッ
クコミュニケーション専攻で
教鞭をとる予定。

MUSIC COMMUNICATION
授業料について
個人レッスンを伴わない「ミュー
ジックコミュニケーション専攻」
は、より多くの方に挑戦していた
だけるよう、他専攻より授業料を
安く設定しています。詳しくは大
阪音楽大学HPをご覧ください。

▲スマホをかざすと久保田テツ先生からの
メッセージを動画で見ることができます。詳
しくはP15をご覧ください

3月29日（日）開催！オープンキャンパス情報●久保田テツ、小池卓 （スペシャルゲスト、プロデューサー）西村理
によるトーク＆ディスカッション：「音楽のちから／社会とつながる音楽の形」詳しくは大学HPをご覧ください。
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C o n c e r t 
R e p o r t
注目の演奏会や公演
の様子を紹介します。

10

2014年11月28日（金）ミレニアムホール

第37回 邦楽演奏会
　邦楽専攻・コース学生と教員による演奏会。オープニングは北海道
の郷土色が描かれた宮城道雄作曲による「北海民謡調」。ラストは川崎
絵都夫作曲の「竹桐Ⅱ」を総勢15名による迫力のアンサンブルで演奏
しました。

2015年2月21日（土）、22日（日）ザ・カレッジ・オペラハウス

第26回 大阪音楽大学学生オペラ
W.A.モーツァルト「コジ・ファン・トゥッテ」

（全２幕・原語上演〈イタリア語〉・字幕付）
　小田野宏之特任教授指揮、中村敬一客員教授演出。学生によるキャ
スト、合唱団、管弦楽団で行うオペラ公演。2日間にわたって行われ、多
くのお客さまにお越しいただきました。

2015年1月11日（日）ザ・カレッジ・オペラハウス

2014年度大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部
電子オルガンコンサート「フライング・ライブ2015」
　電子オルガン専攻・コース学生による演奏会。第1部はソロ、アンサ
ンブル。第2部は本山秀毅教授指揮のもと、電子オルガン専攻3年生
の4名による演奏と大阪音楽大学合唱団がC.オルフ作曲「カルミナ・
ブラーナ」のコラボレーションを披露しました。

2015年2月12日（木）ミレニアムホール

大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部 ジャズ・コンサート
　第一部はコンボ。3 ～ 6名のさまざまな楽器の組み合わせで5組が
演奏しました。第二部はビッグバンドによる演奏。サミー・ネスティコ
の作品全9曲を演奏。藤井司朗、河村直樹両教員による解説を交え、日
ごろの成果を存分に発揮するステージとなりました。

2015年2月14日（土）豊中市立ローズ文化ホール

2014年度 大阪音楽大学短期大学部
ダンスパフォーマンスコース 第2回 発表会
　第一部は日本舞踊、第二部はクラシックバレエとモダンダンス、第
三部はジャズダンスを披露。卒業生5名を含む全11名により迫力の
ステージを繰り広げました。また、第二部の途中には今回初の試みと
なるワークショップを受講する高校生による発表も行いました。

2015年1月24日（土）サンケイホールブリーゼ

2014年度大阪音楽大学短期大学部
ポピュラーコース・コンサート
　ポピュラー・コース学生による演奏会。恒例となったオープニング
は高校生3組が演奏。第2部後半は米国ハワイ州出身の歌手ブルー
ノ・マーズを特集。ラストは出演者全員による迫力のコーラスで締め
くくりました。

2014年12月5日（金）ザ・シンフォニーホール

大阪音楽大学 第57回 定期演奏会
　指揮は小田野宏之特任教授。ロン=ティボー
国際コンクールで1位を受賞、現在新進気鋭の
ピアニストとして活躍中の、大学院2年に在学
する田村響さんがソリストを務めたS.ラフマ
ニノフ作曲「ピアノ協奏曲第2番」、ほかG.マーラー作曲「交響曲第1
番『巨人』」など全3曲を披露しました。

▲指揮は小田野 宏之特任教授▲ ソリストの田村　響さん（院2）

昨年12月23日（火・祝）に行われたサクソフォーンオーケストラの演奏会ではサクソフォーンの発明者であるアドルフ・サックス自身が製作したオリジナル楽器を使
用してオープニングコンサートを行いました。「音程をとるのが難しい」など苦労もありましたが、本番は見事に成功！　写真は音楽博物館で行われた練習風景です。

ひとこと
Muse



NEWS Index
大 音 に ま つ わ る ニ ュ ー ス や イ ベ ン ト を 紹 介 し ま す。

「式典のためのファンファーレ学内オーディション」により中川育美さん（大4・作曲）の作品が選ばれました。今年の卒業式、入学式で生演奏される予定
です。「在学中になにか残したいと思っていただけに嬉しかったです。卒業後も作曲は続けていきます」（中川育美）。写真は授賞式にて武藤好男学長と。

ひとこと
Muse
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学
生
だ
け
で
創
り
上
げ
る
オ
ペ
ラ
公
演

「
T
u
t
t
i
2
0
1
5
」
が
今
年
も
開
催

さ
れ
ま
す
。演
目
は
F
・
レ
ハ
ー
ル
作
曲「
メ

リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」。指
揮
は
大
学
3
年
生
の

土
海
祐
輝
さ
ん（
テ
ュ
ー
バ
）。今
年
は
声
楽

専
攻
以
外
の
学
生
に
も
積
極
的
に
加
わ
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
心
掛
け
た
と
か
。大
学

創
立
1
0
0
周
年
を
意
識
し
、伝
統
あ
る

T
u
t
t
i
を
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
キ
ャ

ス
ト
、ス
タ
ッ
フ
共
々
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

開
催
日
時
：
5
月
10
日（
日
）15
時
開
演（
14
時

30
分
開
場
）

開
場
：
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

料
金
：
5
0
0
円

チ
ケ
ッ
ト
入
手
方
法
：Tutti2015.0510@

gm
ail.com

（
制
作 

黒
川
）ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

イベント お知らせ

お知らせ

2
0
1
6
年
度
よ
り
短
期
大
学
部
に
開
設

「
マ
ー
チ
ン
グ
」と「
リ
ペ
ア
」を
学
べ
る
吹
奏
楽
新
科
目
ス
タ
ー
ト
！

T
u
t
t
i
2
0
1
5

喜
歌
劇「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」を
公
演

イベント

短
期
大
学
部
で
は
2
0
1
6
年
度
よ
り

「
マ
ー
チ
ン
グ
」「
リ
ペ
ア
」を
学
べ
る
新
科

目「
吹
奏
楽
総
合
演
習（
マ
ー
チ
ン
グ
・
リ
ペ

ア
）」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す（
管
打
楽
器
コ
ー

ス
は
必
修
、弦
楽
器
コ
ー
ス
は
選
択
）。吹
奏

楽
人
口
が
増
え
続
け
る
昨
今
、指
導
者
や
音

楽
業
界
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方
に
は
マ
ー

チ
ン
グ
や
リ
ペ
ア
の
知
識
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。本
学
で
は
在
学
中
の
2
年
間
に
わ
た

り
、日
本
を
代
表
す
る
講
師
陣
が
直
接
指
導
。

基
本
的
な
基
礎
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
吹
奏
楽
総
合

演
習
」は
2
0
1
6
年

度
入
学
生
よ
り
対
象
と

な
り
ま
す
。

大
阪
音
楽
大
学
創
立
1
0
0
周
年
を
庄
内
の
街
が
盛
り
上
げ
ま
す

「
オ
ペ
ラ
な
庄
内
」開
催
中
！

イベント

阪
急
宝
塚
線「
庄
内
」駅
周
辺
の
お
店
が
大

阪
音
楽
大
学
創
立
1
0
0
周
年
を
記
念
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る「
オ

ペ
ラ
な
庄
内
」が
始
ま
り
ま
し
た
。こ
れ
は
本

学
で
行
わ
れ
る
演
奏
会
を
見
に
来
ら
れ
た
お

客
さ
ま
に
配
布
さ
れ
る「
庄
内
サ
ー
ビ
ス
パ

ス
ポ
ー
ト
」を
対
象
の
お
店
へ
持
参
す
る
と

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

も
の
。サ
ー
ビ
ス
内
容
は
1
0
0
0
円
で
お

得
な
メ
ニ
ュ
ー
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た「
オ
ペ
ラ

セ
ッ
ト
」を
は
じ
め
、割
引
な
ど
お
店
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
。ぜ
ひ
演
奏
会
に
足
を
運
ん
で
、

庄
内
の
街
を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
と
な
る
1

月
17
日（
土
）、木
田
雅
子
特
任
准
教
授
が
声

楽
家
で
本
学
講
師
の
西
垣
俊
朗
さ
ん
、千
賀

子
さ
ん
夫
妻
と
と
も
に
神
戸
凮
月
堂
ホ
ー
ル

で「
神
戸
わ
が
街 

音
楽
で
つ
な
ぐ
思
い
」と

題
し
、語
り
部
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

「
20
年
前
の
あ
の
朝
、祖
母
を
無

事
に
連
れ
出
し
て
車
に
乗
せ
た

後
、祖
母
の
自
宅
は
全
焼
し
ま

し
た
。そ
の
後
帰
宅
し
て
、足
の

踏
み
場
も
な
い
自
宅
マ
ン
シ
ョ

ン
の
レ
ッ
ス
ン
室
の
壁
を
の
こ

ぎ
り
で
切
っ
て
、本
箱
の
下
敷

き
に
な
っ
て
い
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
を
見
つ
け
ま
し
た
。12
枚
に

割
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
名

工
の
情
熱
と
技
で
見
事
に
復
元
。

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。コ

ン
サ
ー
ト
当
日
は“
あ
の
日
の
朝
”の
よ
う

に
冷
え
込
ん
だ
寒
い
日
で
し
た
。聴
い
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
と
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
。と

り
わ
け
西
垣
俊
朗
さ
ん
、千
賀
子
さ
ん
の
お

話
と
歌
に
は
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

（
木
田
雅
子
）。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年

木
田
雅
子
特
任
准
教
授
が「
語
り
部
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催

イベント

▲ 学内にはリペア用の楽
器・工具なども揃って
います

イベント

第
48
回
幸
楽
会

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

1
月
12
日（
月
・
祝
）ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ

ラ
ハ
ウ
ス
に
て
第
48
回
幸
楽
会
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。第
一
部
は
恒
例
と
な
っ

た「
ハ
ル
モ
ニ
ー
ム
ジ
ー
ク
」。オ
ー
ボ
エ
、ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
、フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、ホ
ル
ン
が
そ
れ

ぞ
れ
2
本
と
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
に
よ
る
編
成
で

W
・
A
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
の
歌
劇「
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
」を
演
奏
し
ま
し
た
。第
二
部
は

田
中
勉
教
授
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
、
R
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス「
ば
ら
の
騎
士
」、
G
・
プ
ッ

チ
ー
ニ
作
曲
の
歌
劇「
ボ
エ
ー
ム
」を
6
人
の

卒
業
生
に
よ
る
オ
ペ
ラ
・
ガ
ラ
で
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

▲第一部は
　「ハルモニームジーク」

▲ラストは出演者が「乾杯の
歌」を熱唱

▲チャリテイーでCD「朝の歌」を発売予定。お問
い合わせはヴェッキオボスコレーベル（ボスコ
ミュージックで検索！）vecchio@boscomusic.
comまたはプリマヴェーラprimavera_422@
yahoo.co.jpまで

▶︎制作担当の黒川 
紗矢さん（3年・声
楽）

▲2月より立ち稽古が始まりました

▲庄内サービスパスポート。
詳しくは「オペラな庄内」
で検索！
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大 音 生 な ら
必 ず 聴 き た い

100曲 今回のテーマ

　今回からは、いよいよベートーヴェン
の登場。ヨーロッパでは、文化や芸術は長
く造形芸術などによって主導されてきた
歴史がありますが、18世紀も後半になっ
て、まさに音楽こそが主導的な芸術の役
割を担うことになります。そうした変化が、
モーツァルトやベートーヴェンが行った
充実した活動によってもたらされたこと
は言うまでもありません。
　とりわけベートーヴェンは、自らを王侯
にも負けない高い価値ある存在、つまり

「芸術家」であると自覚した歴史上最初の
音楽家でした。ですから彼の生み出す作
品は、かつてのように職人が書いた使い
捨ての消耗品のようなものではなく、まさ
に将来にわたって長き生命を持ち、何度
も繰り返し聴くに耐えうる作品となるべ
きとの考えのもと、丹念に彫琢を施され
たのです。その意味では彼のあらゆる作

品が、聴くに値する逸品ぞろいなのです
が、ここでは断腸の思いで、その中からど
うしてもと思われるものを挙げていくこ
とにしましょう。
　まず、やはり何と言っても交響曲。彼は
このジャンルで、先輩のハイドンやモー
ツァルトと比べて一桁も二桁も違う、たっ
たの９曲しか書いていません。それは前
述の事情のためですが、だからこそ、どの
曲もかけがえのない価値を秘めています。
音楽に携わる者なら、題名付きの作品だ
けでなく、全曲耳にしておくべき名曲です。
今は全集でも実に安価でよいものが手に
入ります。
　ここでは、バーンスタインとウィーン・
フィルによる正統的かつエネルギッシュ
な演奏と、昨年亡くなったブリュッヘンが
ピリオド楽器による18世紀オーケストラ
と共演した全集を挙げておくことにしま

しょう。またクライバーがウィーン・フィ
ルを振った第5番と第7番も魂を震撼さ
せるような名演です。現在、小学館より刊
行中のクラシック・プレミアムという隔週
刊のCDブックの第1巻でこの名演が取り
上げられ、私が曲目解説していますので
参照していただければ幸いです。

歴史上初の「芸術家」を自覚した作曲家

第　   回10

文　中村 孝義（音楽学・理事長）

※　 は図書館請求番号を表しています図

41交響曲全集　バーンスタイン指揮 ウィー
ン・フィルハーモニー管弦楽団（DG）［　：
CDB24-Ⅰ、CDB24-Ⅱ］

42交響曲全集　ブリュッヘン指揮 18世
紀オーケストラ（デッカ）［　：CD12-32

（第1番）、CD16-22（第3番）、CD176-23、
CD300-38（第9番）］

43交響曲第5番、第7番　クライバー指
揮 ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団

（DG） 小学館 クラシック・プレミアム第1
巻［　：CD284-2（第5番）、CD284-17（第
7番）、CDM21-Ⅱ（第5、7番）］

図

図

図

退 任 教 員 挨 拶 ３月をもって退任される先生方からメッセージをいただきました

　本学で教職課程を担当す
る機会を与えていただき、学

校現場から参りました。当初は未知なる
大学のシステムへの不安があり、日々ど
のような授業をするかを考えていまし
たが、学生たちとともに歌い音楽ができ
ることにとても幸せを感じるようになり
ました。特に演奏会での学生たちは生
き生きと音楽に浸っており、「本当にみ
んな音楽が好きなんだ」と実感させられ
ました。
　ある年の卒業式後に一人の学生と交
わした会話。「○○さんはいつも笑顔で
楽しそうに授業を受けていましたね」と
私が言うと「先生がいつもニコニコされ
ていて、私も楽しく受けることができま
した」と学生に言われたことが忘れられ
ません。私の授業を受けてくれた学生た
ちに感謝。お世話になりました教職員の
皆さまに深く感謝申し上げます。誠にあ
りがとうございました。

学生たちとともに
音楽ができたことに感謝

喜多 忠政教授

教職

　学生の頃からおよそ半世紀、
決して広いとは言えないこの庄

内キャンパスが私を育てた第二の母の胎
であり、精神的故郷です。
　若い時代から今日まで私を育んだこの
大学でのすべてのことに感謝したい。教
職にあった折々に恐らく知らずに犯した
であろう多くの過ちを思い返します。被害
を被ったかもしれない卒業生諸君に陳謝。
　音楽に関わる人なら誰もが知っている

「倍音」という現象があります。人間の可
聴域を遥かに超えた響きですが、確かに
存在することが知られています。聴き取
ることはできないのですが、私を形創るす
べての隅々にまで、この大学での経験が
間違いなく「倍音」のように今も響き続け
ていることを感じます。この学び舎が私に
とってそうであったように、今後も誇り得
る場所であり続けることを願いつつ……。
　サ・ヨ・ナ・ラ、皆さん、そして我が大阪
音楽大学。

「倍音」のように私を形創る
大阪音楽大学での経験

米山　信教授

ピアノ

　『新音楽、新歌劇の発生地
タランコトヲ…』永井幸次先生

の建学の精神ですが、真の芸術として
の吹奏楽の発生地としてアカデミック
な吹奏楽を目指して授業に臨んできま
した。少々こうるさい教員として学生た
ちにとっては苦手な立場の人間だった
ことでしょう。
　新しい作品を積極的に取り上げ、学
生たちと一緒に「新しい響き」「心温まる
音楽」を創り上げることができたのが私
の財産。特に2011 年台湾・嘉義市での
世界吹奏楽大会（WASBE）に邦人作品
のみで参加し、世界中の指揮者や指導
者から大絶賛を受けたことは今までの
活動の証として嬉しく思うと同時に、素
晴らしい演奏をしてくれた学生たちに
感謝！感謝！です。
　音楽家として、指導者として、何より
人間として、学生たちに育ててもらった
ことを実感した教員人生でした。

学生たちに育ててもらった
充実の教員人生

北野　徹教授

打楽器・吹奏楽

ベートーヴェン 西洋音楽芸術の金字塔（その1）

昨年11月18日（火）の大学院歌曲研究室の後期発表会は「日本の歌」と題し、新しい試みを行いました。学生自ら作詞を担当し、和泉耕二副
学長が作曲した作品を演奏。24ページにわたるプログラムも作成し、お客さまに配布。詩に込めた想いを音楽にのせてお届けしました。

ひとこと
Muse
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祝！ コンクール受賞
各種コンクールで受賞された皆さんの喜びの声をご紹介

賞をいただけたことは大変嬉しかったです。しかし振り返
ると、ミスや表現しきれなかった箇所など反省点も多い演
奏になってしまいました。今後はこういったことをなくし、
自分自身が納得のいく演奏をしていきたいと思います。

第2回いかるが音楽コンクール2014本選会
ピアノ音楽大学生部門 第1位
2014年11月23日（いかるが大ホール）

杉本 太雅
（大３・ピアノ）

国際作曲賞で第1位を獲ることは私の長年の目標の一
つでありました。それを達成できたことをとても喜ん
でいます。音楽家としてのさらなる飛躍を求め、今後も
研究および創作に邁進したいと考える次第です。

第2回国際アルケマ作曲コンテスト
第1位（ヘンク・アルケマ賞）
2014年10月26日（マッチングアーツ）

松浦 伸吾
（03年・院修・作曲）

ひとこと
Muse

コンクールで受賞された方はキャリア支援センターへお知らせください。卒業生も対象です。賞状のコピーと写真をお持ちください。
3位までに入賞の方は『Muse』誌上でご紹介させていただきます。

新刊 新刊

藤井 敬吾編曲（講師）
ギター二重奏のための展覧会の絵

（DVD付き）〈演奏：デュオ・ウエダ〉
2500円（税抜）
現代ギター社

全国の書店、amazon　他

平山 るみ共著（准教授）
ワードマップ 批判的思考：21世紀を生きぬく

リテラシーの基盤（楠見 孝・道田泰司 編）
2600円（税抜）

新曜社
全国の書店、amazon　他

福代 永子（80年大専修）
maman

2000円（税抜）
販売・問い合わせ tamango818@yahoo.co.jp

が「展覧会の絵」に初めて大きな感動を受
けたのはホロヴィッツのピアノ演奏でし

た。一つの楽器から繰り広げられる多様な色
彩感に子どもの頃の私は心を奪われてしまい
ました。ラヴェルの管弦楽編も素晴らしいの
ですが、同じ楽器で多彩な表現をするという
点ではギター二重奏はピアノ独奏に近いもの
があるかもしれません。

判的思考は、相手を非難することでは
なく、証拠に基づき論理的に考えること、

自分の考えに誤りや偏りがないか内省するこ
となどであり、現代社会で必要な情報を適切
に読み解き活用する力の基盤となるものです。
本書はキーワード仕立てで、批判的思考の基
礎から学校教育での教授法、この思考を生か
せる社会的場面まで幅広く解説しています。

でフルート奏者の福代珠美とミュージカ
ルコース助手の藤井いづみとの3枚目の

アルバム。前半は中田喜直作曲による「母」の
曲を、後半は童謡や歌謡、オペラに登場する

「母」の曲を収録。今からママになる方へ、そし
て母を慕う方への愛情と感謝にあふれた１枚
に仕上がりました。ぜひお聴きください。

私 批 娘

初めての特級（年齢無制限）部門での参加でした。東京で
の表彰式を終えて母に報告すると、電話の向こうで涙を
流して喜んでくれました。それが何より嬉しかったです。
感謝の気持ちを忘れずに一歩ずつ前進していきたいです。

第５回ヨーロッパ国際ピアノコンクール in Japan 全国大会
特別コース 特級部門 銀賞
2014年12月7日（東京FMホール）

南　優希
（大１・ピアノ）

このような賞をいただき、大変嬉しく思っています。コン
クールの経験はほとんどなく緊張の連続でしたが、新た
な課題も見つけることができました。今回の経験を糧に、
さらに精進し演奏を磨いていきたいと思います。

クオリア音楽フェスティバル第5回オーディション
大学生部門弦楽器の部 第１位
2014年12月23日（茨木市クリエイトセンターホール）

三浦 裕梨香
（大4・ヴァイオリン）

このような結果を残すことができ、大変光栄に思います。ま
た今回、全日本芸術協会主催でソロリサイタルを開催してい
ただけることになり、嬉しい気持ちでいっぱいです。今後も
仕事と両立させながら、演奏活動を続けていきたいです。

全日本芸術コンクール 第２回芸術フェスティバル全国大会
ピアノ部門音大生・一般部門 第１位
2014年12月24日（府中の森芸術劇場ウィーンホール）

大谷 知美
（13年・大専修・ピアノ）

“どうすれば想いが届く演奏になるのか”この4年間ずっと自問
自答しながら取り組んできました。今回、このような評価してい
ただき大変嬉しく思います。これまでご指導くださった先生方
に感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

第8回ベーテン音楽コンクール全国大会
自由曲コースピアノ部門大学・院生Aの部 第２位
2015年１月６日（東京文化会館小ホール）

池田 佑香
（大4・ピアノ）

CD

台風の影響や、慣れない東京の地で万全とは言えない
状態の中、第2位という賞をいただき、とても嬉しく思
います。いつもお世話になってる伴奏者の川邊さんや
荒田先生には、いくら感謝してもし尽くせません。

第6回東京国際声楽コンクール本選
新進声楽家部門 第2位
2014年10月13日（東京ドイツ文化センター）　

梨谷 桃子
（14年・大卒・声楽）

第15回大阪国際音楽コンクール
連弾部門  第３位
2014年10月13日（うはらホール）　

今回の本番は、自
分の中で「悔いの
ない演奏をする」
と い う 気 持 ち が、
いつも以上に強く
表れていたように
思います。未熟な
部分はありました
が、私たちなりに
一生懸命、音楽と
向き合い、演奏で
きたことに幸せを
感じました。

「合わせる」ことに
とらわれず、お互い
が表現の方向性を
より近づけること
で、音楽がまとまっ
てきたように感じ
ます。まだまだ自分
たちの中では反省
点などもあります
が、今 回３位をい
ただき、大変嬉しく
思っています。

奥出 容子
（03年・短専修・ピアノ）

桃谷 江美
（04年・大卒・ピアノ）



学内の各部門・施設から、役立つ情報をお届けします。

ひとこと
Muse

引っ越しなどで住所が変わり『Muse』が転送されてきている方がいらっしゃいましたら、現在の正しい住所を大学の方にお知らせください。郵便局の転送サービ
スの期間が切れると配達されなくなってしまします。メール（muse@daion.ac.jp）、お電話（06-6334-2904）またはFAX（06-6334-2141）にてお願いします。
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卒業しても音楽と出会える大音！
「子どもも大きくなったので、また音楽を始めた
いな」「音楽を習わせるならやっぱり大音」「大音を
志望大学に」。そんな方々にぴったりなのが、大
音の音楽教室“大阪音楽大学付属音楽院”。付属
機関ならではのコンサートをはじめ、練習室利用、所蔵資料の閲覧・視
聴などの他にも音楽院会員特典が充実。受験生向けに進学コースもご
用意しています。なんといっても大音の教授や講師に習えることが大変
魅力的です。さまざまな「やってみたい」「もう一度」にお応えします！
お問合せ・資料請求は　06-6334-2909　www.ongakuin.jp

2月28日（土）、ザ・カレッジ・オペラハウスで
「たのしみまショー」を開催。劇遊びを中心に、
「くるみ割り人形」や「セロ弾きのゴーシュ」な
ど多彩な演目をクラスごとに発表しました。園児たちは工夫を凝
らした衣装に身をつつみ、セリフに歌に大活躍。のびのびと演じ
る子どもたちの姿に、保護者からも大きな拍手がわき起こりまし
た。なお、3月19日（木）には89人の年長児が卒園します。

ミミにいちばん、ミミにいい
ひ！　３月31日はオーケスト
ラの日！。恒例となりました

「オーケストラの日2015」コン
サートを今年も行います。弦楽
アンサンブル、木管五重奏に
よる演奏、そしてオーケストラ
によるエルガー作曲「愛のあいさつ」やアンダーソン作曲「タ
イプライター」など、どなたでも楽しめるプログラムをご用
意しています。3月31日はオーケストラを楽しんでみません
か？　ぜひご来場ください。
開催日時：3月31日（火）16:00開演（15:30開場）
会場：すてっぷホール（阪急宝塚線豊中駅下車 エトレ豊中5階）
チケット：500円（全席自由）
チケット取扱い場所：豊中市役所文化芸術室（第1庁舎5階）
平日9:00 ～ 17:00 ／アクア文化ホール（曽根東町3-7-3） 
休館日を除く9:00 ～ 17:00
お問い合わせ：06-6858-2717（豊中市役所文化芸術室）

キ ャ リ ア 支 援 セ ン タ ー

入 試 セ ン タ ー 連 携 支 援 セ ン タ ー

学 生 支 援 セ ン タ ー

大学HPに求人票検索システムがあるの
をご存知ですか？　「地域」「業種」「職種」
などを選ぶと、条件に合った求人情報を
検索することができるシステムです。在
学生はもちろん、卒業生も利用してい
ただけます。卒業後の閲覧にはIDとパスワードが必要です。
キャリア支援センターへお問い合わせください（電話：06-
6334-2251）。また卒業後にコンクールに入賞された方や住
所・氏名が変更になった方もキャリア支援センターにお知ら
せください。コンクール受賞については学内に掲示し、3位ま
でに入賞された方は『Muse』にも掲載いたします。

毎年ご好評いただいております、吹奏楽フェスティバルを今年
も開催いたします。前回に引き続き、吹奏楽コンクール課題曲
の全曲演奏（解説付き）、作曲家による課題曲徹底分析、さらに
初心者を対象に楽器別公開レッスンを開講いたします。課題曲
Ⅴについては、作曲者である本学卒業生の朴守賢さんが解説お
よび分析をいたします。そのほか吹奏楽部員に役立つ「特別公
開講座」や「選抜学生コンサー
ト」など、吹奏楽に特化した催
しを数多くご用意しておりま
す。詳しくは大学ＨＰの吹奏楽
フェスティバル特設ページを
ご覧ください。

「音楽あふれるまち」を推進する豊中市
は「豊中音楽コンクール」を創設します。
受賞者は11月7日（土）にザ・カレッジ・
オペラハウスで開催される「受賞者記念
コンサート」に出演することができます。
開催日：予選5月30日（土）／本選5月31日（日）
会場： ミレニアムホール、F.O号館（予選）　　　　　　　　

ザ・カレッジ・オペラハウス（本選）
部門： 高校の部、大学・一般の部それぞれにおいてピアノ部門、

声楽部門、管弦打楽器部門
参加料：高校生の部3000円、大学・一般の部5000円
申込期間： 4月1日（水）～ 4月30日（木）

「副専攻制度」をご存知ですか？　指定され
た科目を体系的に履修することで「音楽マ
ネジメント」「音楽療法」「音楽指導者」「音楽
研究」の４つの分野から１つを卒業時に副
専攻修了として認定する制度です（大学の
み）。対象科目の中から合計12単位以上を「良」以上の成績で
修得することが認定の条件です。修了認定対象となるために
は3年開始時の決められた期間中に申請が必要です。詳しく
は教務担当の江見までお尋ねください。なお、新大学2年生
については3月27日（金）10:00 ～ B号館104教室でガイダ
ンスを行います。希望者は直接教室へお越しください。

卒業後もご活用ください！

６月７日に「吹奏楽フェスティバル2015」
開催決定！！

「豊中音楽コンクール」出場者募集！

▲教務担当 江見　力

▲昨年の開催時の様子

▲ 大人も子どもも大音
で音楽しませんか？

お問い合わせ▶06-6858-2503（豊中市役所文化芸術室）

「ミミにいいひ」はオーケストラを聴こう！
「オーケストラの日2015」開催

ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団

「たのしみまショー」を開催
付属音楽幼稚園

付属音楽院

▲ 大学ＨＰ内の「求人票
検索」サイト。「トッ
プ」→「キャリア支援」
→「就職について」を
ご覧ください

▲ ステージいっぱい
に元気にかけまわ
る園児たち

▲ 本選会場はザ・カレッ
ジ・オペラハウス

将来の仕事に役立つ科目を体系的に学ぼう

▲昨年の開催時の様子

新大学3年生の2015
年度の申請期間は4
月 6 日 ～ 18 日 で す。
お忘れなく！



演奏会 Information演奏会やオペラなど、大音関連の
魅力的なイベントを紹介します。

OH=ザ・カレッジ・オペラハウス　MH=ミレニアムホール　=出演者　 =場所　 =入場料　☎=問い合わせ先
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大阪音楽大学 2014年度卒業演奏会
（第一夜）　3/16（月）18：00 〜
（第二夜）　3/17（火）18：00 〜

2014年度成績優秀者による演奏会　 OH
無料（要整理券）

大阪音楽大学短期大学部
ミュージカルコース第4回試演会
3/21（土・祝）A班13：00 〜、B班：17:00 〜

ミュージカル・コース在学生
豊中市立アクア文化ホール
無料（要整理券）※豊中市と共催

オーケストラの日2015　3/31（火）16：00 〜
ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団、北野智子
すてっぷホール　 500円

※お問い合わせは豊中市役所文化芸術室
☎06-6858-2717

第1回ミレニアムピアノコンサート　5/19（火）17：15 〜
青井 彰、小川 裕子　 MH　 無料

第44回ミレニアム・スチューデント・コンサート
5/25（月）、27日（水）、28日（木）18：00 〜

MH　 無料（要整理券）

2014年度大阪音楽大学音楽学部 最優秀賞受賞者演奏会
第12回ザ・ローレル・コンサート
5/29（金）18：00 〜　 OH　 1000円

第２回ミレニアムピアノコンサート
6/4（木）17：15 〜　 木村 直美、小出 ひろみ、
鳥居 知行　 MH　 無料

第45回ミレニアム・スチューデント・コンサート
6/15（月）、18日（木）、19日（金）18：00 〜

MH　 無料（要整理券）
※日程など変更になる場合もあります。

第7回フルートアンサンブル
SAKURAジェンヌ定期演奏会　4/ ９（木）18：30 〜

平岡 洋子、斉藤 浩、恩地 孝幸　他
兵庫県立芸術文化センター小ホール
2500円（当日3000円）　☎090-8197-3035（平岡）

オペラ物知り講座inひこねVol.8「メリー・ウィドウ」
4/12（日）14：00 〜　 講師：中村 敬一 他

ひこね市文化プラザエコホール
2000円（当日2500円）、限定100組ペア前売3500円

☎0748-42-6905（飯川）

弦の調べにことよせて　4/18（土）19：00 〜
松田 淳一、橋本 桂子、常田 富士男、辻村 ゆず、

　日野 俊介　 大阪倶楽部4F大ホール

3000円　☎080-1413-4819（松田）
Schumannabend 〜シューマン歌曲の夕べ〜
5/1（金）19：00 〜

高津 綾子、新屋 良太、小上 多衣子
カワイ梅田店 コンサートサロン“ジュエ”　 2500円

☎090-3925-1818（高津）、090-6055-6379（藤川）

大阪音楽大学大学院歌曲研究室修了生有志による
「Dankbarkeit Konzert」〜創立100周年に寄せて〜
5/6（水・祝）13：30 〜

堅田 京子、中村 展子、氏家 美紀、藤澤 敦子、
　福島 左記 他　 ザ・フェニックスホール

3000円　☎078-219-4613（坪田）

にっぽんの歌 第四回　5/6（水・祝）14：00 〜
田邉 織恵、橋本 恵史、小林 峽介
鳥取県とりぎん文化会館小ホール
一般2000円、高校生以下1000円（当日各500円増）

☎080-1916-5341（21の会 山根）

大阪音楽大学創立100周年記念 第16回幸楽コンサート
5/17（日）16：00 〜　 あわぎんホール

1000円　☎090-8979-0582（幸楽会徳島県支部）

西本淳サクソフォンリサイタル　5/20（水）19：00 〜
西本 淳、佐竹 裕介、太田 真紀
兵庫県立芸術文化センター小ホール
一般3000円、学生2000円

☎0797-23-5996（KONTA Inc.）

CD発売記念 猪居 謙＆亜美ギター・ジョイントリサイタル
6/5（金）19：00 〜　 ザ・フェニックスホール

3500円　☎03-3501-5638（ミリオンコンサート協会）

二星美紀 諏訪部匡司 ジョイントコンサートVol.3
6/13（土）14：00 〜

米子コンベンションセンター小ホール
一般2000円（当日2500円）、小・中学生500円

☎090-9706-7522（諏訪部）

オペラ研究部新入生歓迎演奏会
「コジ・ファン・トゥッテ」
4/24（金）17：30 〜　 MH　 無料
☎kingdededefall@yahoo.co.jp

町家deおぺら　3/25（水） 18：30 〜
重松 みか、片桐 直樹、藤井 理紗 他
ちおん舎　 3500円　☎090-9871-4961（小泉）

musica festa PartⅢ
2台のピアノのための協奏曲の夕べ

3/25（水） 19：00 〜
吉野 那月、髙 果奈、高﨑 展好、松本 幸子 他

　指揮：守山 俊吾、管弦楽：関西フィルハーモニー管弦楽団
ザ・シンフォニーホール
小・中・高校生2000円、大学生・一般4000円

☎06-6367-1773（マック株式会社）

音楽de 世界旅行　3/27（金） 13：30 〜
勝本 安輝子、木網 有紀子
郷の音ホールアクトスクエア
無料　☎090-5042-5966（勝本）

花さかバロック　4/10（金） 13：00 〜
進元 一美、赤坂 放笛、前田 肇、吉竹 百合子
Garden Café 樂-RAKU-
2500円（当日3000円）　☎090-8147-4861（そう楽舎）

春木 浩子ハープリサイタル
4/10（金） 19：00 〜

春木 浩子、森本 英希、中島 悦子
ザ・フェニックスホール
3000円（当日3500円）

☎0798-69-3301（フェリーチェ音楽院）

川尻 淳ピアノリサイタル　4/17（金） 19：00 〜
宝塚ベガ・ホール　 2000円

☎080-3839-1770

ラ・リュミエールコンサート
4/19（日） 13：30 〜

三枝 純子、竹川 麻由美、芹生 美里、丸岡 良子、　
　中條 裕子、手塚 絢子　他

兵庫県立三木山森林公園音楽ホール
無料　☎0794-87-1540（芹生）

アンサンブル湖との葉コンサート ゆく春に…
4/19（日） 14：00 〜　 山本 久代、北島 都也、小林 美智

びわ湖ホール小ホール　 3000円
☎090-2282-9880（北島）

池田純子＆安積京子ピアノデュオ・リサイタル
5/3（日・祝） 15：00 〜

ムラマツリサイタルホール新大阪　 3000円
☎06-6135-0503(大阪アーティスト協会）

第二回オペラ・アンダンテ公演
歌劇コジ・ファン・トゥッテ〜ハイライト〜
5/8（金） 18：30 〜

指揮：金井 誠　演出：岩田 達宗
　白石優子、伊藤 絵美、中野 綾　他

阪急うめだホール　 4500円
☎opera.andante2014@gmail.com（中野）

初夏を彩るバロック音楽
〜サロンで楽しむバロック音楽Vol.3
リコーダー×ヴィオラ・ダ・ガンバ
6/27（土） 14：00 〜　 水越 美鈴、西村 喜子

EBIS Garden&House内2Ｆホール
一般2500円（当日3000円）、学生1000円

☎090-3895-9026（フルートドルチェ）

大 阪 音 楽 大 学 主 催 公 演

大 阪 音 楽 大 学 後 援 演 奏 会

幸 楽 会 後 援 演 奏 会

お問い合わせ　大阪音楽大学コンサート・センター
TEL：06-6334-2242　http://daion.ac.jp

学校法人 大阪音楽大学広報誌『Muse』　
vol.233　2015年3月16日発行
●発行：学校法人 大阪音楽大学　〒561-8555
　豊中市庄内幸町1-1-8　TEL：06-6334-2904
　FAX：06-6334-2141　http://daion.ac.jp
●制作・編集：広報室   muse@daion.ac.jp
●デザイン協力：（株）産業編集センター

編 集 後 記 次号は６月15日発行予定です

いよいよ迎えた創立100周年。今号のスマホをかざ
して見る「AR動画」では、100周年を記念したMuseオ
リジナル動画を作成しました。また、2016年度よりス
タートする2つの新専攻の指導陣からのメッセージや
演奏会の模様など見どころいっぱいです。「動くMuse」

（上記参照）もぜひご覧ください。（は）

最新情報を配信中！
こちらのSNS配信サービスからも

大音情報をチェックできます。

●巻頭「創立100周年によせて」連動企画「動画で見る大音の100年」（P2 ～ 3）
●特集連動企画「ミュージッククリエーション専攻」座談会＆コメント（P6 ～ 7）
●特集連動企画「ミュージックコミュニケーション専攻」コメント（P8 ～ 9）
●Muse de Concert「邦楽演奏会」（MH）11/28（金）（P10）
●Muse de Concert「定期演奏会」（ザ・シンフォニーホール）12/5（金）（P10）
●Muse de Concert「ダンスパフォーマンスコース」発表会
　（豊中市立ローズ文化ホール）2/14（土）（P10）

まずはアプリ（無料）をダウンロード！

Google
play

iTunes
App Store

でMuseオリジナル動画を見よう！
スマホで
動画！？

※必ず主催者発表のものと照合しご確認ください。

スマートフォンを　　　　の付いた写真にかざすと動画を見ることができます。アプリ（無料）をダウンロードして、今号は次の6つの動画を見てみよう！

          オペラ研究部は総勢16名という少ない人
数ではありますが、一つの作品を完成させるべく熱
心に活動しています。まだまだ至らない部分がたく
さんありますが、精一杯頑張ります！　皆さまのお
越しを心よりお待ちしております！

Message

学 生 自 主 演 奏 会



　社会全体が不機嫌になっているような印象があります。い
じめ、逆切れ、クレーマーなど深く考えもせず、感情を爆発
させる行動の裏には、「誰かがうまく立ち回っている」という
妄想があるのではないでしょうか。誰もが自分が損をしてい
ると考え、自分が満たされないのは誰かのせいにするという
ゲーム、そしてさらにその裏には「もっと私をかまって」とい
う承認への欲求があり、そこでは知性ははたらきません。理
性的な説得は無効で、こういう行動をする人たちに意味があ
るのは、自らの主張の真偽ではなく、それが快感をもたらし
てくれるかどうかです。他人ごとではありません。私たち一
人ひとりが、そのような衝動と欲求不満をかかえて不穏な行
動をとる可能性を秘めています。
　どうしてこんなことになったのでしょうか。もちろん、先
行き不透明な経済状況や是正されるどころかますます広が
る格差社会といった事情もあるでしょうが、未来なんて誰に
も見通せないし、かつての階級社会では、生まれで人生が決
まるのが当たり前でした。一人として同じ人間がいない以上、
持って生まれた才能や才覚が違うのは当たり前、個性と言っ
てもいいその違いを否定する人はいないと思います。たとえ
同じインプットをしても、アウトプットされるものは人によっ
てさまざまです。学校ではそれが成績になって表れます。で

も私のように大した成績が取れなかった人間も、何とか生き
ていける、そうでなければ人生ちっともおもしろくありません。
その意味で、人を単一の基準で評価するのは間違っています。
　とはいえ、誰もが何となく不機嫌な社会が出現した原因
の一つは、情報化が進み、考えているつもりが機械的作業
になってしまっていることにあるのではないでしょうか。マ
ニュアル化が進み、どんどん人は考えなくなっています。マ
ニュアル通りに行動しないことで事故が起こったとき、責任
を問われます。逆にマニュアル通り行動している限り事故に
対する責任は回避できます。考えないのが正解って、どこか
おかしくないですか。このままいくとマニュアルがないと何
もできない人間ばかりになり、社会は停滞します。要は人の
気持ちが理解できない人間が増え、自己愛だけが肥大して
いく。その原因は人間が知性に対する信頼を失ったからでは
ないか、そんな人間性への危機を無意識に感じ取り、人々は
不機嫌になっているのではないか。でも、それを変えられる
のは私た
ち一人ひ
とりです。

下手の考え休むに似たり
学長日記

12ホモ-サピエンスとは
「知性ある人」という意味です

武藤学長が日々考えていることをつづります。

文・イラスト 武藤 好男

ジャズ・講師 藤井 司朗

ふじい しろう●大阪音楽大学音楽学部器楽
学科管楽器専攻（トロンボーン）卒。在学中に
出会ったサークルの影響でジャズに興味を
持ち、卒業後本格的にジャズの修行に取り
組む。短期大学部ジャズ・クラス開設と同時
に教育助手、現在は専任講師として務める。

音

教 員
リ レ ー
エッセイ
Vol.15

五線の上に並ぶ音符を眺めるだけで幸せ
根っからの「楽譜好き」です

次回は
大音時代の同級生

晴　雅彦先生（声楽）
にお願いします

所有楽譜の一部。

「まだまだあります！」

楽
大
学
の
教
員
が
今
さ
ら
何
を

と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、「
楽

譜
が
好
き
♡
」で
す
。こ
と
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
フ
ル
ス
コ
ア
な
ど
は
た
ま
り
ま

せ
ん
。楽
譜
を
読
み
込
ん
で
音
楽
を
理

解
す
る
な
ど
と
い
う
高
尚
な
話
で
は
な

く
、五
線
の
上
に
整
然
と
音
符
が
並
ん

で
い
る
の
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
美
し

い
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
す（
絵
画
や

イ
ラ
ス
ト
を
鑑
賞
し
て
い
る
よ
う
な
気

分
）。

　

そ
も
そ
も
私
が
高
校
時
代
に
通
っ
た

学
校
の
音
楽
の
授
業
は
少
々
変
わ
っ
て

い
ま
し
た（
普
通
科
の
選
択
芸
術
の
音

楽
の
話
で
す
）。特
に
２
年
生
は
、な
ん

と
１
年
間
す
べ
て
音
楽
鑑
賞
の
み
と
い

う
驚
く
べ
き
授
業
で
し
た（
文
科
省
の

指
導
が
厳
し
い
現
在
と
違
い
、お
お
ら

か
な
時
代
で
し
た
）。ま
た
、そ
の
内
容

が
交
響
曲
を
年
代
順
に
追
っ
て
い
く
と

い
う
も
の
で
、ハ
イ
ド
ン
か
ら
始
ま
っ

て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

と
進
み
、最
後
は
マ
ー
ラ
ー
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。し
か
も
、取
り
上
げ
ら
れ

る
す
べ
て
の
曲
の
ス
コ
ア
を
印
刷
し
た

プ
リ
ン
ト
が
配
布
さ
れ
、そ
れ
を
見
な

が
ら
音
楽
を
聴
く
と
い
う
も
の
で
し

た（
音
楽
担
当
の
教
諭
は
当
時
演
奏
活

動
も
継
続
し
て
い
た
声
楽
出
身
の
方

で
、な
ぜ
こ
の
内
容
だ
っ
た
の
か
い
ま

だ
に
謎
で
す
）。こ
の
授
業
に
私
は
夢
中

に
な
り
ま
し

た
。私
が「
楽

譜
好
き
」に

な
っ
て
い
っ

た
原
点
が
こ

こ
に
あ
り
ま

す
。
以
来
、
興

味
を
持
っ
た

曲
の
ス
コ
ア
を

自
身
で
購
入
し
続
け
て
い
ま
す
。も
う

何
冊
あ
る
の
か
数
え
る
気
力
も
あ
り

ま
せ
ん
。ま
た
、漠
然
と
理
系
の
大
学

へ
進
学
す
る
の
だ
ろ
う
な
と
い
う
思

い
か
ら
1
8
0
度
方
向
転
換
し
、音
楽

大
学
へ
進
学
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
音
楽
家
に
な
る
こ

と
を
夢
見
て
大
阪
音
楽
大
学
へ
入
学

し
た
私
で
す
が
、な
ぜ
か
今
は
ジ
ャ
ズ

担
当
の
教
員
。仕
事
柄
ビ
ッ
グ
・
バ
ン

ド
と
呼
ば
れ
る
大
編
成
の
ジ
ャ
ズ
・
バ

ン
ド
の
ス
コ
ア
と
戯
れ
る
日
々
が
続
き

ま
す（
大
手
出
版
社
の
楽
譜
に
は
浄
書

ミ
ス
に
よ
る
音
の
誤
り
が
意
外
と
多

い
）。楽
譜
が
パ
ソ
コ
ン
浄
書
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、心
な
し
か
か
つ
て
の
楽
譜

に
あ
っ
た
品
の
よ
う
な
も
の
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
気
が
し
て
、す
こ
し
心
さ

び
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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